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平成 28 年３月期個別実績値と前期実績値との差異に関するお知らせ 

 

平成 28 年３月期の個別実績値と前期実績値との差異につきまして、下記のとおりお知

らせいたします。 

 

記 

 

１．平成 28 年３月期個別実績値と前期実績値との差異 
(平成 27 年４月１日～平成 28 年３月 31 日) 

（金額の単位：百万円） 

 売上高 経常利益 当期純利益 1 株当たり 

当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 円  銭 

前期実績値(Ａ) 

(平成 27 年３月期) 
10,233 164 △323 △68 円 31 銭 

当期実績値(Ｂ) 

(平成 28 年３月期) 
7,703 △86 △239 △50 円 64 銭 

増減額(Ｂ－Ａ) △2,529 △251 83 17 円 67 銭 

増減率(％) △24.7％ － － － 

 

２．差異が生じた理由 

売上高が減少した理由は、平成 27 年 12 月１日付け「連結子会社の吸収合併（簡易合

併・略式合併）完了に関するお知らせ」にて公表しておりますとおり、連結子会社であ

った株式会社ＣＳＭＥ（以下「ＣＳＭＥ」という。）を消滅会社として当社に吸収合併

し、ＣＳＭＥの事業を当社のデジタルコンシューマー事業部として、営業を継続するこ

とにより平成 27 年 12 月１日から平成 28 年３月 31 日までの同事業部の売上高が加わっ

たものの、スマートフォン向けの音楽・映像・ゲーム等のコンテンツ配信によるＣＤ、

ＤＶＤ、ゲームソフト市場への影響による売上高の減少に加え、平成 27 年８月 21 日付

け「主要取引先との取引停止に関するお知らせ」にて公表しておりますとおり、平成 27

年４月１日以降、当社の主要取引先である株式会社ゲオとの取引が停止したことによる

売上高の減少が主な要因であります。 

利益面におきましては、デジタルコンシューマー事業部を新たに立ち上げたことに伴

い、同事業部の在庫の採算性を見直したこと、また当社が保有する債権の評価を保守的

に見直した結果、貸倒引当金繰入額 32,771 千円を計上することとしたこと等により、

経常利益は前期実績値を下回る結果となりました。また、当期純利益については、前期

に計上されていた投資有価証券評価損が今期は減少したため、赤字幅は前期比で減少し

ました。 

以 上 

  


